　　　　　ハイブリッド草刈刃の草刈理論
BENKEI　ハイブリッド草刈刃とは2枚または4枚の金属刃を有する刈刃にさらに5～10ｃｍほど突出させたナイロンコードなどのひも状の刃を有した構造の草刈刃であり、下図のように外形の大きなナイロンコード刃で柔らかな草を刈り、ナイロンコードで歯が立たないような強い硬い草が現れた場合は内側の金属刃で刈る構造である。
（下図は4枚刃であるが2枚刃も理屈は同じである）
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ナイロンコード刃はただ単に柔らかな草や壁際の草を安全に刈るだけでなく刈った細切れの草チップを吹き飛ばしてしまい後片付けが非常に楽であるという長所も併せ持つためこのハイブリッド草刈刃は仕事が早いきれい安全という多くの長所を持った刈払機用の草刈刃であり仕事にこだわる人特にプロの方々にお勧めします。
（注）差し替え式の2本のナイロンコード刃を簡単にチップソーなどに取り付けられる構造のものが販売されていますが、硬直した秋の草などを刈るときにナイロンコードを併用すると、製品によってはたちまちのうちにコードが自身の刃によって短く切断されてしまうので注意が必要です。
弊社のハイブリッド草刈刃は自分の刃で容易に切られないような工夫がされていますので（日米特許取得済み）状況に応じてナイロンコードを付けたりはずしたりすることなく作業でき、常時2種類の刃で刈るために様々な条件下の草刈作業に対応でき作業の効率が大幅に上がります。（潅木や笹ばかりを刈るときを除く）
製品　　SP-02・・ナイロンコード性能重視タイプで金属刃は2枚

　　　　SP-03・・金属刃の枚数4枚で金属刃の耐久性アップしたタイプ
この円内がナイロンコードで刈る範囲





この円内が金属刃で刈る範囲





金属刃の当らない安全な距離
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上から見た金属刃　左回転





ナイロンコードが4mほど巻き込めるリール








